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JPRO登録にはこんな効果が！

 JPROの登録出版社は2800社超 登録書誌は380万点超

 紙書籍・電子書籍・オンデマンド本・オーディオブック・雑
誌・ムックなどの書誌情報・試し読みなど登録可能

 一つの作品が様々な形になっている場合でも、すべてを繋げ
るマルチコンテンツ対応

NDLともAPI連携、文化庁とも協議中

JPRO 登録すればワンソースマルチユース！



法改正・・・ここでは著作権

データは無体物なので、所有権・占有権・
担保物権の対象ではない。

時代・テクノロジーの変化に対応する必要

デジタル＝無体物に対応した見直し

例えば、有体物の書籍と電子書籍を同様に
扱おうとすると・・・



著作権は人格権と財産権の支分権で構成



書籍が電子になって変わったこと
 書籍は有体物 電子書籍は無体物

 書籍は再販商品 電子書籍は非再販

 書籍の著作権（譲渡権）適法な第一譲渡が行われれは消尽

 電子書籍 無体物には所有権がない。

所有権は“物”について生じる。

譲渡権は消尽しない



図書資料で出来ていたことは･･･

 それまでの著作権法では、

 図書館で資料はコピーできていた。

 公共図書館で閲覧希望者がいても、入手が困難な図書は、
国会図書館で複写して送ってもらえた。

 出来なかったこと･･･著作権が有効な図書資料のデジタル化

DX化って
ことか

⇒ 紙の書籍で出来ていたことを

デジタルを活用してもっと便利に！！



だから必要なのは権利制限

名古屋大学 栗田昌裕教授 デジタルコンテンツの流通と消尽原則 より引用

なぜ法改正？



消尽しないのが問題！･･･誰に？

名古屋大学 栗田昌裕教授 デジタルコンテンツの流通と消尽原則 より引用



利活用と権利制限
 2009年（H22)第32条２項 NDL保存目的にデジタル化可能に

 2012年（H24）第32条3項 デジタル化資料のうち入手困難本の

図書館等への公衆送信と一部複製

 2014年（H26)電子書籍に対応した出版権の整備

 2018年（H30）①教育の情報化に対応した権利制限（補償金）

②情報解析・所在解析を許可なく行える

③アーカイブ利用促進・NDL→外国送信

 2020年（R2)侵害コンテンツ違法化・対抗制度導入

 2021年（R3) NDL『入手困難資料』送信→利用者に

図書館著作物の一部をメール送信（補償金）

 2023年（R5)分野横断する一元的な窓口組織を活用した権利処理



2012年
法改正





絶版資料の『入手困難』って？

入手困難資料は、国会図書館の図書資料は 当初は
図書館向けに、現在は法改正がされて、個人向けに
公衆送信が可能に。

平成21年の国会図書館資料デジタル化から関係者協
議会が発足

図書館等への限定送信で『絶版資料』に限る事で合
意

 “入手困難ではない”の定義にオンデマンド出版・電
子書籍を含む市場で流通していることが定義された。
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入手困難本の定義 拡大しましたここ見て↓
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これも自己主張が必要では・・・
JPRO の登録でBOOKSに表示が出来ます！



JPROは・・・近刊情報センターでした

JPROは法改正・権利制限にも対応

JPROは出版業界のインフラとして成長

2014年の著作権法改正時の附帯決議に対応した

権利情報を含む、書誌情報のDBを整備

出版書誌DB BOOKS で表示



表示しようとしているのは！！

入手困難ではない！

読者 作者作品



JPROでは

書誌情報に加え

単行本・文庫版・二次文庫・電子版・オンデマンド
版をそれぞれ書誌として登録するだけでなく、関連
付ける機能が用意されています。

それを

異版登録でマルチコンテンツ表示と呼んでいます。



オンデマンドなどは異版登録から



雑誌・電子書籍・オーディオブックも

電子版と紙版



紙版とオンデマンド版



文庫版で改題しても連携



マルチコンテンツとは
入手困難ではない対策

元本にヒモ付く全ての出版物
異版 ＝判型違い、オンデマンド版

他社版元刊行分
電子書籍
オーディオブック

すべての関連付けが
出来ます



オーディオブックの登録

項目を増設

⚫ WEB入力：新たに「入口」を設置

⚫オトバンクとデータ連携



障害者対応の取組を拡大！
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紙の本と同様の取組ですが。
無償です。
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分野横断権利情報DBに関して

 文化審議会著作権分科会法制度小委員会報告書【概要】

簡素で一元的な権利処理と対価還元の制度化について

⇩

分野横断の一元的窓口を創設

出版・音楽・写真・映像・舞台興業など様々

【海賊版被害等の損害賠償額の算定方法見直し】

【研究目的に関わる権利制限創設の検討】

令和8年施行
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この仕組みによらず、従前の通り利用者が直接権利者に許諾を得て利用す
ることは可能である。

アウトオブコマース
イコール

入手困難ですよね



権利を維持するためにも
これからも登録が重要です

入手困難ではない！を表示

→利活用を制限

障害者に対する国会図書館デジタルデータのOCRによるテ
キストデータの配信

→TTSの有無を確認

図書館からの図書館資料のメール送信

→2号出版権への補償

一元的な窓口組織を使った権利処理

→権利の表示
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権利情報の一括登録



JPRO 出版権登録に必要な項つ目にいて
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出版権設定に必要な追加項目

発行年月 出版権の設定 出版権者名
出版権者
連絡先

著作物名 著作者名 著作権者名

電子出版物の「出版権設定」に必要な7項目
出版権を設定する場合は上記16項目の加えて７項目が必要になります。

JPRO での出版権表示例

JPROに登録された出版権は、サイト上で公開されます。













JPO のJPROは出版情報の入り口

BOOKSは出版情報のポータル

よろしくお願いします！
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